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1．問是亘   
1．1．心理的距離モデルの進展   
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存在者）としての差異性である。そしてその間際は固定的なものではなく，他者によって，ま  
た同じ他者でも関係の変化によって柔軟に伸縮するものとして，定量的な“距離”という空間  


































程の再構成でなくてはならない。   
2．モデルの要素の整理  
本章では距離価の照合という視点からモデルの構成要素を整理してみる。いままで別個に論  




2．1．距離の2次元性   
まず，「心理的距離」は距離感であることを忘れてはならない。すなわち心理的距離は客観  
的に存在する空間ではなく，個人の主観的な経験状態である。  





























である。   
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性）に依存し，近しい他者には定常的な共在感（いつでも心の中にいる）があり，暖かい情感  
性が併発される（山根，2015）。   
以上から，対象認知としての個別性は心理的距離を可能にする，そこから心理的距離が発生  
する先行領域であり，対象への距離感そのものとしての心理的距離は，共同性に限定できる。  






である。   
強く受容される他者は，存在の暖かみというような肯定的存在感が強いことを意味し，心の  
中に居る，いつも傍らにいるという内的な“近さ”の感覚を伴う。また，自己を相手に近づけ  
























る。   
一体感の強度への接近のひとつの切り口として，比喩としてではない実際の触覚体験（空間  
的距離0）としての一体感との関係を問題にできる。これは表出行動としての身体接触・抱擁  





















表象（能動＋受動）＋表出（能動＋受動）…（お‥   
と変形できる。  
図1心理的距離の体験構造  
－5岬   
山 根 一 郎  
本モデルは，これらの4種の心理的距離が互いに照合可能である（価が異なりうる）ことが  
前提されている。たとえば，式③’は表象と表出の照合（ズレ），式（卦‥ は能動と受動の照合  
（ミゾ）を表現している。③’の照合，すなわち表象と表出という層（体験様式）の異なる距  
離が照合可能であると前提されているため，本モデルは表象距離だけでなく表出距離の価の認  






a）表出の先行性   
上の4側面のうち，心理的距離と概念的に最も近いのは能動表象（距離）である。だが，実  
際の対人場面では，表象よりも表出が先行することが多い。この世に誕生して，まずは親など  
の他者から幾度も受動表出という “距離づけらゴで を体験し，それの応対として事後に能動距  






























体験の不在が共同性を下げることになる（個別性は低下しない）。   
このように共在力は，共洞性を高める力としては決して強くないが，いったん】1rった共同性  
を恒Ⅰ復する復元力として潜在的な力をもっている。  














の札 側面間の照合はいかにして可能かということである。これも章を改めて論じたい。  







するものではない。   
これらの既述したカに加えて，以下の2つの力を追加したい。  
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2．4．共同性の距離体験   
以上から，共同性にかかわるのは，能動的距離，表象的距離，共在力，受容的魅力，間柄力  






































a）能記の体系   
ここで探究したい能記は，心理的距離を所記とする対人行動である。対人行動は形態的には  
まず非言語行動と言語行動とに分けられる。非言語行動（狭義の行動）ではどのような行動が  




所記（距離価）とのつながりには性別や文化的変異を考慮にいれる必要がある。   





同行為も能記の単位となる。   
以上の対人行動は膨大な種類があるため，それらをすべて心理的距離との記号体系に取り入  
れることは不可能である。まずは心理的距離とのかかわりの程度で大きく分類する必要がある。   
行動には，心理的距離（共同性）にかかわらなくても，個別性にかかわるものがある。対人  
行動ではない自己表現行動は，それ自体で個別性（その人らしさ）を高める。その個別性は魅  
力として距離（共同性）を動かす力になる。   
一方，対人行動は，ほとんどが心理的距離にかかわる行動とみなせる。そもそも心理的距  
離を含意している行動を本稿では「表出行動」としている。それらは，心理的距離を明示的  







b）所記の構造   
心理的距離は共同性に限定しているので，1次元の空間とみなせる。それは撮小値が自己＝  
0で，最大値は「真他人」げカの他人）に相当する価の有限空瀾である。それゆえ比率尺度  
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表出距離＝】行動トL、理的距離（共同性）】＝l行動l原表象【‥・④’   
C）原表象と能動表象   
原表象は，能動表象のように表出と分離して思念的に表象されるのではなく，表出の知覚表  
象（意味作用）として体験される。すなわち特定の行動の知覚に特定の距離が連合して表象さ  





















3．2．等距離性   
以上をふまえて，心理的距離における等距離性は何を意味し，どのように確認されるものか，  
すなわち何が等しいのかを考えてみる。   
まず，客観的に分かりやすい順でいくと，複数の他者間の等距離性は，能動的にも受動的に  







象での共同性の度合いが等しいことを意味する。   
次に，表象と泰山の間の等距離性，いいかえればズレの認識はいかに可能か。これは上述し  








4．1．表象距離：共同性尺度   
心理的距離価を客観化するには，まず1次元の距離空瀾を張る。その空間は共同便の逆数の  
拡がりである。   
まずは最もマクロな，すなわちすべての他者を布置できる距離空間を考える。最も近い原点  










a）間柄の布置   
距饉空間をより細分化するには，先験的に距離の範問が確定している「間柄」を布置するこ  
とで可能となる。ただし間柄は特産の距維価ではなく範囲であり†また間柄には個々の関係で  
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そのデータから，区間上の分布を取り，（正規分布するものとして）平均値の周囲を間柄の距  
離価とする。  
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